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１．はじめに
近年、看護学生のコミュニケーション能力が低下
し、臨床の場で必要とされる対人関係の構築までには
相当の時間を要することが指摘されている。平成21
年度から施行されている新カリキュラムでは、看護学
生のコミュニケーション能力の育成が課題の一つとし
て挙げられた1）。この結果を受け、看護基礎教育の場
では、対人関係を円滑にするための技術である社会的
スキルを含むコミュニケーション能力の育成が教育的
な取り組みとして重視されてきた。
しかし新人看護師の早期離職が問題とされる社会背
景の中、この早期離職が社会的スキルの程度と関係の
あることが報告された。新妻ら2）によれば入職後３年
以内の看護師を対象に「入職して１年以内に早期離職
をした経験の有無」とそれに関連する社会性の関連を
検討したところ、社会的スキルの得点が低い者では早
期離職経験者が多いという結果を報告している。すな
わちこれは臨床現場で働く中で、一定レベルの社会的
スキルを身につけていない、あるいは身につけること
ができなければ、離職する可能性が高まることを示し
ており、新人看護師の早期離職を防止する方策を検討
するために有用な知見として注目に値するものであ
る。
臨床看護師の社会的スキルについては、看護実践能
力と関連があることが報告されている。高島ら3）によ
れば、新人看護師の社会的スキルは就労後６カ月まで
は低下するがその後上昇し、６カ月以降では社会的ス
キルと看護実践能力との関連が強くなること、および
個人差が拡大することが指摘されている。また、増原
ら4）は社会的スキルを構成する６因子の中で「ストレ
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ス処理のスキル」と「計画のスキル」の得点は、経年
ごとに順次高まる傾向が認められたが、「初歩的スキ
ル」や「高度のスキル」、「感情処理のスキル」、「攻撃
処理のスキル」の得点は必ずしも経年的に変化しなか
ったことから、臨床看護師の社会的スキルは、個人の
社会生活全般の影響を受けながら、さらに看護実践を
通して獲得され発達していくものであると推察してい
る。これはすなわち、一定レベルの社会的スキルを持
つことができれば、新人看護師が臨床の場に適応で
き、看護実践能力の育成に繋がることを示すものと考
える。
一方で看護基礎教育においてもこの社会的スキルに
ついては検討されてきた。野崎ら5）は、他学部と比較
して看護学生は社会的スキルが高いことを報告し、同
様に工藤ら6）も看護大学１年次生の段階で社会的スキ
ルは高く、看護職を目指す学生はもともとこの種のス
キルが高い集団である可能性があることを示唆してい
る。一方、社会的スキルの育成方法については、授業7）
や演習科目8，9）の中で、あるいは実習10，11）の中で検討
されてきた。千葉らの報告7）では３年間にわたる
Problem-basedLearning（以下、PBL）を用いたテュ
ートリアル教育は、社会的スキル尺度の得点を３年間
で上昇させ、対人関係技能は発達したことを明らかに
している。また、田邊ら10）、出口ら11）は精神看護学実
習前後の対人関係能力を比較し、実習後に能力が向上
することを報告している。特に臨地実習において学生
は専門科目毎に異なる病棟で学習するために、その都
度実習環境の場に適応し、実習目標の到達に必要な学
習を行うこととなる。また様々な背景を持つ受け持ち
患者や対象者、医療者と関わる経験をすることは、対
人関係技能を育成する機会になることから、臨地実習
では社会的スキルが育まれやすい学習環境であると考
える。
しかしこれまでに報告された臨地実習における社会
的スキルに関する報告では、専門科目毎の実習前後の
変化を報告したものにとどまっており、また対人関係
の構築が援助技術として重視される精神看護学実習後
のスキル能力についての報告が多く、一定期間続く専
門看護実習前後の社会的スキルの変化についてはほと
んど報告されていない。千葉らの報告7）にあるように
３年間にわたるPBLを用いたテュートリアル教育に
よって、社会的スキル尺度の得点が上昇したこと、さ
らに高島ら3）の報告でも新人看護師の社会的スキルが
入職後６カ月以降に上昇していることから、社会的ス
キル能力の育成は、一定期間のスパンで捉えることが
必要であると考える。すなわち一定期間続く専門実習
前後の社会的スキルの変化を捉えることができれば、
社会的スキルが低くかつ変化が少ないスキルを知り、
学生への効果的な支援方法を検討することができると
考えた。そこで本研究は、看護学生にとって非日常の
対人関係が最も長期間に及ぶ３年次生の臨地実習前と
終了後の社会的スキルの変化を明らかにすることを目
的とした。
２．研究方法
１）対象
Ａ大学看護学部看護学科３年生90名とした。
２）調査項目
社会的スキルは、菊池の作成した社会的スキル測定
尺度（Kikuchi’sScaleofSocialSkill：KiSS-18）12）を用
いた。この尺度は包括的な社会的スキルを身につけて
いる程度を測定する尺度であり、６下位項目全18の
質問項目から構成されている。６下位尺度は「初歩的
なスキル」、「高度のスキル」、「感情処理のスキル」、
「攻撃に代わるスキル」、「ストレスを処理するスキ
ル」、「計画のスキル」から構成されており、各々の尺
度が包含する内容は以下のとおりである。
「初歩的なスキル」
対人関係を円滑にするため相手の気持ちを読んだり
気持ちをおしはかって、挨拶や話し合いができるスキ
ル。
「高度のスキル」
他人に上手に助けてもらったり、仕事の指示を与え
たり、必要なときにはタイミングよく謝ったりするや
や高度な対人関係のスキル。
「感情処理のスキル」
相手とのかかわりの中で、相手の気持ちを知った
り、自分の心の動きに注意が向いたりする、対人関係
の円滑さを支えるスキル。
「攻撃に代わるスキル」
相手との付き合いの中で時には相手を攻撃したいと
いう気持ちになったりするときに、対人関係を保って
いくのに欠かせないスキル。
「ストレスを処理するスキル」
対人関係に伴うストレスによって相手との関係を悪
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くしないためのスキル。
「計画のスキル」
相手と協力して仕事を進めるためには欠かせないス
キル。
社会的スキル測定尺度（KiSS-18）の信頼性と妥当
性は確認12）されており、社会的スキルが優れている人
は、あらゆる面で円滑な対人関係を持続、発展させる
ことが容易であるとされている。この尺度を５段階評
定（いつもそうだ：５点～いつもそうでない：１点）
で質問した。なお得点の範囲は18点から90点で、得
点が高いほど社会的スキルが高いこいとを示してい
る。
３）調査時期
対象学生の臨地実習期間を図１に示す。対象学生の
専門看護実習は３年次５月から７月までの前期と９月
下旬から12月までの後期であり、実習は約半年間に
わたる。そのため実習前調査を実習の直前５月とし、
実習終了後調査を１月初旬に実施した。
４）調査方法
同一対象者における実習前後を比較するために、調
査票には対象者が決めたコード番号を記入してもらっ
た。また調査票の配布および回収は、集合調査でもっ
て実施し、調査を実施した教室に一定時間回収箱を設
置し調査票を回収した。
５）倫理的配慮
研究目的と方法および研究への参加は自由意志であ
り、参加拒否の場合に実習評価に影響することはない
こと、調査票には対象者のみが知るコード番号を記し
てもらうことで対象者の匿名性の保持を行うこと等を
記載した趣意書を用いて口頭で説明した。また調査票
の提出をもって同意ありとみなした。
３．結果
調査票を90名に配布し、回収された調査票のうち
実習前後の調査票に記入されたコード番号が同一であ
ったものを抽出した結果、83名が対象となった（有効
回答率92.9%）。平均年齢20.9歳で男性８名、女性75名
であった。
表１及び表２に実習前後の社会的スキル得点
（KiSS-18）の結果を示す。実習前後の社会的スキル得
点であるKiSS-18の合計平均得点は、実習前が55.9±
7.8点に対し、実習後は59.5±8.4点であり、有意に実
習後の得点が高かった（p＝.00、t＝-4.7）。特に
KiSS-18の各項目の平均得点が実習前に比べ実習後に
有意に上昇した項目は、「初歩的なスキル」では「項目
５：知らない人とでも、すぐに会話が始められる」（p
＝.02）の１項目、「高度のスキル」では「項目10：他
人が話しているところに、気軽に参加できる」（p＝
.00）の１項目、「感情処理のスキル」では「項目13：
自分の感情や気持ちを、素直に表現できる」（p＝.00）
の１項目、「攻撃に代わるスキル」では「項目３：他人
を助けることを、上手にやれる」（p＝.00）の１項目、
「ストレス処理のスキル」では「項目14：あちこちか
ら矛盾した話が伝わってきても、うまく処理できる」
（p＝.02）、「項目17：まわりの人たちが自分とは違っ
た考え方をもっていても、うまくやっていける」（p＝
.02）の２項目が、「計画のスキル」では項目番号９、
12、18の３項目全てが有意に上昇した。
また表２のとおり下位尺度の比較では、「初歩的な
スキル」は実習前が9.6±2.3に対し、実習後が10.0±
2.2、「高度のスキル」は実習前9.9±1.7に対し実習後
10.3±1.9、「感情処理のスキル」は実習前9.1±1.7に
対し実習後9.6±2.1、「攻撃に代わるスキル」は実習前
9.2±1.9に対し実習後9.6±1.7、「ストレス対処のスキ
ル」は実習前9.2±2.1に対し実習後9.9±1.9、「計画の
スキル」は実習前9.0±1.8に対し実習後10.1±1.9で
あり、全ての下位尺度で、実習後の得点が有意に上昇
した。
実習前
調査
実習後
調査
専門看護実習
５月 1月
成人看護学 3科目
（前期：4週間、後期：2週間×2科目）
母性看護学（2週間）
精神看護学（2週間）
小児看護学（1週間）
在宅・老年看護学（3週間）
図１．専門看護実習の実習概要
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表１．実習前と後の社会的スキル得点の比較　　　　　　　　　　　　　（Ｎ＝83）
下位尺度 項目番号 18項目
実習前
平均得点
実習後
平均得点 p値
初歩的なスキル
1 他人と話していて、あまり会話が途切れない方ですか 3.02 ±0.9 3.18 ±0.8 .12
5 知らない人とでも、すぐに会話が始められますか 3.19 ±1.1 3.40 ±0.9 .02
15 初対面の人に、自己紹介が上手にできますか 3.34 ±0.9 3.41 ±0.9 .45
高度のスキル
2 他人にやってもらいたいことを、うまく指示することができますか 3.02 ±0.8 3.14 ±0.9 .12
10 他人が話しているところに、気軽に参加できますか 2.92 ±0.9 3.17 ±0.9 .00
16 何か失敗したときに、すぐに謝ることができますか 4.00 ±0.7 3.98 ±0.8 .78
感情処理のスキル
4 相手が怒っているときに、うまくなだめることができますか 3.24 ±0.7 3.23 ±0.8 .89
7 こわさや恐ろしさを感じたときに、それをうまく処理できますか 2.78 ±0.8 3.00 ±0.8 .06
13 自分の感情や気持ちを、素直に表現できますか 3.04 ±1.0 3.40 ±1.0 .00
攻撃に代わる
スキル
3 他人を助けることを、上手にやれますか 3.20 ±0.7 3.45 ±0.7 .00
6 まわりの人たちとのあいだでトラブルが起きても、それを上手に処理できますか 3.04 ±0.8 3.10 ±0.8 .48
8 気まずいことがあった相手と、上手に和解できますか 2.96 ±0.8 3.08 ±0.8 .30
ストレス処理の
スキル
11 相手から非難されたときにも、それをうまく片付けることができますか 2.81 ±0.9 2.96 ±0.9 .18
14 あちこちから矛盾した話が伝わってきても、うまく処理できますか 2.98 ±0.9 3.27 ±0.8 .02
17 まわりの人たちが自分とは違った考え方をもっていても、うまくやっていけますか 3.42 ±0.8 3.67 ±0.9 .02
計画のスキル
9 仕事（学習）をするときに、何をどうやったらよいか決められますか 3.18 ±0.7 3.49 ±0.8 .00
12 仕事（学習する）の上で、どこに問題があるかすぐに見つけることができますか 2.95 ±0.8 3.30 ±0.8 .00
18 仕事（学習）の目標を立てるのに、あまり困難を感じないほうですか 2.84 ±0.8 3.25 ±0.7 .00
社会的スキル合計得点 55.9 ±7.8 59.48 ±8.4 .00
表２．実習前と後の社会的スキル6下位尺度得点の比較　　　（Ｎ＝83）
下位尺度 実習前平均得点
実習後
平均得点 t値 p値
初歩的なスキル 9.6 ±2.3 10.0 ±2.2 −2.2 .03
高度のスキル 9.9 ±1.7 10.3 ±1.9 −2.3 .03
感情処理のスキル 9.1 ±1.7 9.6 ±2.1 −3.0 .00
攻撃に代わるスキル 9.2 ±1.9 9.6 ±1.7 −2.1 .00
ストレス処理のスキル 9.2 ±2.1 9.9 ±1.9 −2.8 .01
計画のスキル 9.0 ±1.8 10.1 ±1.9 −5.0 .0
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４．考察
本調査から一定期間続く臨地実習の経験が社会的ス
キル合計得点および下位尺度全ての社会的スキル得点
を上昇させることが明らかになった。実習前の得点は
55.9±7.8であり、これは一般の大学生男子56.40±
9.64や大学生女子58.35±9.02とほぼ同じ得点であっ
た12）。しかし実習後の合計得点は59.5±8.4点であり、
これは千葉らの報告6）にある３年間PBLによるテュ
ートリアル教育によって上昇した得点58.91点や、工
藤ら6）の看護大学１年次生を対象にした調査で報告さ
れた得点62.20±9.2点、藤野ら13）が看護大学４年生を
対象に行った調査の得点60.2点とほぼ同じ点数まで上
昇しており、一定期間続く臨地実習によって社会的ス
キルが育成された結果を意味するものである。
さらに本調査結果では６下位尺度全てにおいて実習
後の得点が上昇しており、「計画のスキル」では最も得
点の上昇が認められた。また、６下位尺度を構成する
項目毎の実習前後の得点の平均値をみると、「ストレ
ス処理のスキル」と「計画のスキル」を除く４下位尺
度では、各々３項目中１項目のみが有意に得点が上昇
しているが、他２項目は実習前後で有意に変化をして
いなかった。本調査では半年間にわたる臨地実習前後
の変化を捉えており、社会的スキルの項目の中でも
「ストレス処理のスキル」と「計画のスキル」項目は、
臨地実習で経験するストレスへの対処方法を身につけ
たり、毎日行う行動計画の立案や実習の報告というよ
うに、日々繰り返し実施してきたことにより育まれた
可能性が高い。一方で、「初歩的なスキル」や「高度の
スキル」、「感情処理のスキル」、「攻撃に代わるスキル」
の中で、実習前後に有意な変化を認めなかった項目に
ついては、項目の示す状況に遭遇しない限りスキルと
して実施することはないために、半年にわたる臨地実
習においてもスキル得点の変化が認められなかったの
ではないかと考える。以上の結果から、専門科目の内
容に関わらず一定期間続く臨地実習後は、社会的スキ
ル得点が有意に上昇していることが明らかになった。
看護基礎教育を経た新人看護師においては、一定レ
ベルの社会的スキルを身につけていない、あるいは身
につけることができなければ、離職する可能性が高ま
ることが示されている2）。今後は一定期間続く臨地実
習で社会的スキルの育成を強化するとともに、社会的
スキルの変化が少ないスキルについて、どのように育
成していくかを検討することが課題である。
５．結論
看護学生を対象に半年にわたる専門看護実習前後の
社会的スキル（KiSS-18）の変化を明らかにすること
を目的とし、以下の結果を得た。
１．社会的スキル合計得点は、実習前に比べ実習後
で有意に上昇を示した。
２．今後は社会的スキルを構成する18項目の中で、
一定期間続く実習において得点の変化の少なかった９
項目についての育成方法を検討することが課題であ
る。
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